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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年10月20日(2016.10.20)

【公表番号】特表2016-527566(P2016-527566A)
【公表日】平成28年9月8日(2016.9.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-054
【出願番号】特願2016-532245(P2016-532245)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   13/04     　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ   23/26     　　　Ｃ
   Ａ６１Ｂ    1/00     ３００Ｙ
   Ａ６１Ｂ    1/00     ３００Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月3日(2016.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側視遠位側光学アセンブリ（６０）と近位側光学アセンブリ（７０）とを備えた、側方
視野方向を有する立体ビデオ内視鏡（１）の光学システム（５０）であって、遠位側光学
アセンブリ（６０）が、共通の光軸上に、入口レンズ（６１）と、光偏向ユニット（６２
）と、中空の正メニスカスとして具現化される出口レンズ（６３）とを光の入射方向に連
続して備え、近位側光学アセンブリ（７０）が、少なくとも一部において、同一タイプの
互いに平行に配置された左右２つのレンズシステムチャネル（７１、７２）を備え、各チ
ャネルが、専用の光軸を持ち、前記光の入射方向に、少なくとも１つの第１レンズ（７１
ａ、７２ａ）と、色消しレンズ群（７１ｂ、７２ｂ）とを備え、入口レンズ（６１）が、
隆起した負メニスカスとして具現化されることを特徴とする、光学システム（５０）。
【請求項２】
　入口レンズ（６１）の凸面（６１ａ）及び凹面（６１ｂ）の曲率半径の比Ｒｌ／Ｒｒが
、１.０から３.０の間であることを特徴とする、請求項１に記載の光学システム（５０）
。
【請求項３】
　出口レンズ（６３）の凹面（６３ａ）及び凸面（６３ｂ）の曲率半径の比Ｒｌ／Ｒｒが
、２.０から４.０の間であることを特徴とする、請求項１又は２に記載の光学システム（
５０）。
【請求項４】
　出口レンズ（６３）及び入口レンズ（６３）の焦点距離の比ＦＬＡ／ＦＬＥが、－１.
５５から－１.７５の間であることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の
光学システム（５０）。
【請求項５】
　入口レンズ（６１）が、偏向ユニット（６２）と共に、出口レンズ（６３）に対して相
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対回転可能である、請求項１～４のいずれか一項に記載の光学システム（５０）。
【請求項６】
　絞り（６４）が出口レンズ（６３）の前に配置されることを特徴とする、請求項５に記
載の光学システム（５０）。
【請求項７】
　入口レンズ（６１）と、偏向ユニット（６２）と、出口レンズ（６３）とが、一緒に回
転可能である、請求項１～４のいずれか一項に記載の光学システム（５０）。
【請求項８】
　絞り（６４）が出口レンズ（６３）の後ろに配置されることを特徴とする、請求項７に
記載の光学システム（５０）。
【請求項９】
　出口レンズ（６３）が、焦点位置を調整するために軸方向に移動可能に構成されること
を特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の光学システム（５０）。
【請求項１０】
　近位側光学アセンブリ（７０）の各レンズシステムチャネル（７１、７２）が、第１レ
ンズ（７１ａ、７２ａ）として平凸レンズを、色消しレンズ群（７１ｂ、７２ｂ）として
トリプレットを備えることを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載の光学シス
テム（５０）。
【請求項１１】
　近位側光学アセンブリ（７０）が、１つ以上の光学リレーセットを有し、レンズシステ
ムチャネル（７１、７２）が、それぞれ１つ以上の光学リレーセット（７１ｄ、７２ｄ）
を備えるか又は１つ以上の共通の光学リレーセット（７１ｄ、７２ｄ）の前又は後ろに配
置されることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載の光学システム（５０
）。
【請求項１２】
　レンズシステムチャネル（７１、７２）が、１つ以上の画像センサ（７１ｃ、７２ｃ、
７５）につながっており、該１つ以上の画像センサが、近位側光学アセンブリ（７０）及
び／又はレンズシステムチャネル（７１、７２）に対して回転しないように固定されるこ
とを特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載の光学システム（５０）。
【請求項１３】
　レンズシステムチャネル（７１、７２）が、共通の画像センサ（７５）につながってお
り、画像センサ（７５）が、その感光性センサ表面の別個の領域（７１ｅ、７２）におい
て、２つのレンズシステムチャネル（７１、７２）から光を同時に受け取ることを特徴と
する、請求項１～１２のいずれか一項に記載の光学システム（５０）。
【請求項１４】
　レンズシステムチャネル（７１、７２）が、それぞれ専用の又は共通の光学リレーセッ
ト（７１ｄ、７２ｄ）を介して、共通の画像センサ（７５）につながっていることを特徴
とする、請求項１３に記載の光学システム（５０）。
【請求項１５】
　レンズシステムチャネル（７１、７２）が、共通の画像センサ（７５）につながってお
り、光スイッチング素子も含まれており、光スイッチング素子により、画像センサ（７５
）が、交互に時間的に連続して又は同時に空間的に交互に連続して、２つのレンズシステ
ムチャネル（７１、７２）から光を受け取ることを特徴とする、請求項１～１２のいずれ
か一項に記載の光学システム（５０）。
【請求項１６】
　レンズシステムチャネル（７１、７２）が、それぞれ専用の又は共通の光学リレーセッ
ト（７１ｄ、７２ｄ）を介して、共通の画像センサ（７５）につながっていることを特徴
とする、請求項１５に記載の光学システム（５０）。
【請求項１７】
　光スイッチング素子が、回転ミラー、切替可能な偏光子（７７）、又はレンチキュラー
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スクリーン（７６）を備える、請求項１５に記載の光学システム（５０）。
【請求項１８】
　少なくとも、一方の遠位側光学アセンブリ（６０）の側視光学要素と、他方の近位側光
学アセンブリ（７０）のレンズシステムチャネル（７１、７２）とが、観察方向を変更す
るために、中心軸を中心に互いに対して相対回転可能であることを特徴とする、請求項１
～１７のいずれか一項に記載の光学システム（５０）。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか一項に記載の光学システム（５０）を備えた、側方視野方向
を有する立体ビデオ内視鏡（１）。
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